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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イネーブル信号である読取りゲート信号およびクロック信号である読取りクロックを入
力ラインを介して受信し前記読取りゲート信号および前記読取りクロックに基づいて読取
りヘッドを制御して読取り動作をおこなう読取りチャンネルを備える集積回路に出力電流
を供給する電源供給装置を制御するための制御システムであって、
　前記読取りゲート信号を前記入力ラインから受信する受信部と、
　前記電源供給装置が前記出力電流をプリエンプティブに変化させるように、前記読取り
チャンネルの負荷状態を前記読取りゲート信号に基づいて判定し、前記電源供給装置の前
記出力電流を前記読取りチャンネルの負荷状態に基づいて制御する制御部と、
　を備えることを特徴とする制御システム。
【請求項２】
　前記受信部は、前記読取りクロックを前記入力ラインから受信し、
　前記制御部は、前記読取りゲート信号と、前記読取りクロックの周波数と、に基づいて
前記読取りチャンネルの負荷状態を判定することを特徴とする請求項１に記載の制御シス
テム。
【請求項３】
　前記読取りゲート信号は、リード状態およびオフ状態のいずれかを示し、
　前記制御部は、前記読取りゲート信号が前記リード状態を示す場合に、前記読取りクロ
ックの周波数に応じて前記読取りチャンネルの負荷状態を判定することを特徴とする請求
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項２に記載の制御システム。
【請求項４】
　前記読取りゲートが前記オフ状態を示す場合に、前記読取りクロックは無効とされるこ
とを特徴とする請求項３に記載の制御システム。
【請求項５】
　前記制御部は、前記電源供給装置の前記出力電流の変化が前記読取りチャンネルの負荷
電流の変化と略一致するように前記出力電流を制御することを特徴とする請求項１～４の
いずれかに記載の制御システム。
【請求項６】
　前記制御部は、前記電源供給装置のパルス幅変調の動作周波数を制御して前記出力電流
を制御することを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の制御システム。
【請求項７】
　前記制御部は、前記電源供給装置のパルス幅変調信号のオンタイムまたはオフタイムを
制御して前記出力電流を制御することを特徴とする請求項１～６のいずれかに記載の制御
システム。
【請求項８】
　前記制御部は、前記電源供給装置の動作機能を制御して前記出力電流を制御し、
　前記動作機能は、動作モード、電流制限の閾値、動作周波数、並列電力スイッチの数量
、および過渡応答からなる群から選択されることを特徴とする請求項１～７のいずれかに
記載の制御システム。
【請求項９】
　前記制御システムは、前記読取りチャンネルに電力を供給する前記電源供給装置を備え
るディスク読取りシステム内に含まれることを特徴とする請求項１～８のいずれかに記載
の制御システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電源供給装置の制御システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電源供給装置は、一般に入力電源からの調整されていない電力を電源供給装置に関連し
た電子機器によって使用され得る調整された電力に変換させるのに使用される。ポータブ
ル・コンピュータのようないくつかの種類の電子機器においては、電力消費の減少が非常
に重要である。電力消費を減少させるためには、所定の動作モードの際に、電力管理スキ
ームを採用して電子機器中の選択したアセンブリの機能を無効又は有効にし得る。選択し
た電子機器のアセンブリの機能が有効又は無効されると、その電子機器による負荷が変化
して調整された電力において過渡電圧が誘発される。通常、過渡負荷状態の際、電源供給
装置の動作は、電力効率の減少、出力電圧定格誤差の増加、及び潜在的な過渡過電流のよ
うに最適の動作から外れるようになる。出力のフィルタリングに必要とされる電源供給装
置の大きさは、通常は過渡出力の過電流の大きさに関連し、過渡電流が大きくなるにつれ
て、出力コンデンサの大きさをより増加させる必要がある。また、調整された電力におけ
る過渡現象は、電子機器の動作に悪影響を及ぼす恐れがあり、信頼性が低下し、電子機器
のデータエラー及び自動リセットを誘発させる可能性が増加する。
　なお、本出願に対応する外国の特許出願においては下記の文献が発見または提出されて
いる。
【特許文献１】米国特許出願公開第２００２／０１３３７２９号明細書
【特許文献２】米国特許出願公開第２００３／０１０７３５６号明細書
【特許文献３】米国特許第４８２９１９９号明細書
【特許文献４】米国特許第４９８０８３６号明細書
【特許文献５】米国特許第５２６０６４４号明細書
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【特許文献６】米国特許第５９８７６１５号明細書
【特許文献７】米国特許第６２５２３７５号明細書
【特許文献８】米国特許第６３０４９７８号明細書
【特許文献９】米国特許第６３０８２４０号明細書
【特許文献１０】米国特許第６３９６７２５号明細書
【特許文献１１】米国特許第６３９７３２１号明細書
【特許文献１２】欧州特許出願公開第１４７３６０７号明細書
【特許文献１３】国際公開第０２／０７７７４２号パンフレット
【特許文献１４】国際公開第０２／０３１９５１号パンフレット
【非特許文献１】DS87C550 EPROM High-Speed Micro with ADC and PWM, Dallas Semicon
ductor Datasheet, Downloaded from website September 30, 2002, Number on first pa
ge might indicate June 14, 1999
【非特許文献２】Communication pursuant to Article 96(2) EPC for European Applica
tion No. 04007362.9, entitled, "Pre-Emptive Power Supply Control System and Meth
od".
【非特許文献３】Official Communication from the European Patent Office dated 9/4
/2006 for Application No. 04 007 362.9-2206; 15 pages
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の課題は、電源供給装置をプリエンプティブに制御するためのシステム及び方法
を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　制御システムは、動作機能を有する電源供給装置を制御する。電源供給装置は、イネー
ブル信号及びクロック信号の少なくとも１つに反応して制御され、少なくとも１つの回路
ブロックを備える集積回路に出力電流を供給する。受信部は、イネーブル信号及びクロッ
ク信号の少なくとも１つを受信する。制御部は、電源供給装置がプリエンプティブに出力
電流を変化させるように、少なくとも１つの回路ブロックの負荷状態をイネーブル信号及
びクロック信号のうちの少なくとも１つの関数として判定し、電源供給装置の出力電流を
少なくとも１つの回路ブロックの負荷状態の関数として制御する。
【０００５】
　本発明の他の特徴によれば、クロック信号は、周波数を有する。少なくとも１つの回路
ブロックの負荷状態は、クロック信号の周波数の関数となる。電源供給装置は、パルス幅
変調動作周波数及びパルス幅変調オンタイムのうち少なくとも１つを有する。制御部は、
電源供給装置のパルス幅変調動作周波数及びパルス幅変調オンタイムのうち少なくとも１
つを制御して出力電流を制御する。
【０００６】
　本発明の他の特徴によれば、制御部は、電源供給装置の動作機能を制御して出力電流を
制御する。動作機能は、動作モード、電流制限の閾値、動作周波数、並列電力スイッチの
数量、及び過渡応答からなる群から選択される。
【０００７】
　本発明の他の特徴によれば、メモリは、イネーブル信号及びクロック信号のうち少なく
とも１つに対応するクロック情報を格納する。デコーダは、クロック信号及びこのクロッ
ク信号に対応するクロック情報を含む符号化した信号を解読する。
【０００８】
　発明の他の特徴によれば、イネーブル信号は、符号化した信号であり、デコーダは、符
号化した信号を解読する。重み回路は、イネーブル信号とクロック信号のうち少なくとも
１つの関数として重み信号を生成する。重み信号は、回路ブロックに対応するクロック情
報を含む。クロック信号は、周波数を有し、クロック情報は、クロック信号の周波数、イ
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ネーブル信号とクロック信号のうち少なくとも１つに対応する回路ブロックの近似電力負
荷、及びイネーブル信号の有効状態からなる群から選択される。
【０００９】
　本発明の他の特徴によれば、重み信号は、符号化した重み信号である。デコーダは、符
号化した重み信号を解読する。少なくとも１つの回路ブロックは、複数の回路ブロックを
含む。イネーブル信号とクロック信号のうち少なくとも１つは、複数の回路ブロックにそ
れぞれ一対一対応を有する複数のイネーブル信号と複数のクロック信号のうち少なくとも
１つを含む。
【００１０】
　本発明の他の特徴によれば、少なくとも１つの回路ブロックは、読取りチャンネルであ
り、イネーブル信号は、読取りゲート信号であり、クロック信号は、読取りクロックであ
り、読取りチャンネルは、読取りゲート信号と読取りクロックの関数として読取り動作を
制御する。
【００１１】
　本発明の他の特徴によれば、少なくとも１つの回路ブロックは、読取りチャンネルであ
り、クロック信号は、読取りクロックである。読取りゲート信号は、読取りクロックが読
取りチャンネルに伝達されるのを制御する。読取りチャンネルは、読取り動作を読取りゲ
ート信号と読取りクロックの関数として制御する。
【００１２】
　本発明の他の特徴によれば、制御システムは、読取りチャンネルに電力を供給する電源
供給装置を備えるディスク読取りシステムに含まれている。
【００１３】
　電源供給装置は、イネーブル信号又はクロック信号に応答して制御し得る動作モードを
有する少なくとも１つの回路ブロックを備える集積回路に出力電流を供給する。集積回路
は、負荷電流を受信して回路ブロックの動作モードの関数として回路ブロックに電力を供
給する。負荷電流は、出力電流の一部である。受信部は、集積回路の予期された負荷電流
を表明するための、イネーブル信号とクロック信号の関数である重み信号を受信する。制
御部は、電源供給装置が出力電流をプリエンプティブに変化させるように、電源供給装置
の出力電流を集積回路の予期された負荷電流の関数として制御する。
【００１４】
　本発明の他の特徴によれば、電源供給装置は、パルス幅変調動作周波数を有する。制御
部は、電源供給装置のパルス幅変調動作周波数を制御して出力電流を制御する。電源供給
装置は、パルス幅変調オンタイムを有する。制御部は、電源供給装置のパルス幅変調オン
タイムを制御して出力電流を制御する。制御部は、電源供給装置の動作機能を制御して出
力電流を制御する。動作機能は、動作モード、電流制限の閾値、動作周波数、並列電力ス
イッチの数量、及び過渡応答からなる群から選択される。
【００１５】
　本発明の他の特徴によれば、メモリは、イネーブル信号及びクロック信号に対応するク
ロック情報を格納する。重み信号は、符号化した信号であり、デコーダは、符号化した信
号を解読する。
【００１６】
　本発明の他の特徴によれば、クロック信号は、周波数を有し、クロック情報は、クロッ
ク信号の周波数、イネーブル信号に対応する回路ブロックの近似電力負荷、及びイネーブ
ル信号の有効状態からなる群から選択される。集積回路は、複数の回路ブロックを備え、
重み信号は、複数の回路ブロックに対する予期された負荷電流を含む。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　本発明の更なる利用の可能性は、以下の詳細な説明から明らかになる。本発明の望まし
い実施例を示す詳細な説明及び特定の例は、単なる一例に過ぎず、本発明の範囲を制限す
るのではない。
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【実施例１】
【００１８】
　図１は、情報を処理する集積回路１０と、集積回路１０に電力を供給する電源供給装置
１６とを示す。集積回路１０は、集積回路１０の１つ以上の回路ブロック１２に対する動
作を制御するための電力管理スキームを含み得る。電源供給装置１６の動作機能は、集積
回路１０の回路ブロック１２のうちどの回路ブロックの機能が有効又は無効とされるかに
基づいて制御され得るのが望ましい。
【００１９】
　集積回路１０用の電力管理スキームの一例において、回路ブロック１２の各々に関連し
たクロック信号ＣＬＫ及びイネーブル信号ＥＮＢが、回路ブロック１２の動作を制御し得
る。回路ブロック１２の各々は、クロック信号及びイネーブル信号により個別に制御され
得る。例えば、イネーブル信号ＥＮＢは、クロック信号ＣＬＫから独立して回路ブロック
１２のうちの１つを制御し得る。また、クロック信号ＣＬＫは、イネーブル信号ＥＮＢと
は独立的に回路ブロック１２のうちの一つを制御し得る。本発明の他の態様によれば、イ
ネーブル信号は、回路ブロック１２のうちの１つに対するクロック信号を制御し得る。回
路ブロック１２のうちの１つをイネーブル信号又はクロック信号によって無効化すること
によって、回路ブロック１２内における情報処理が中断されるので、電力消費を減少させ
得る。回路ブロック１２の各々による負荷は、イネーブル信号及びクロック信号の関数で
あり得る。回路ブロック１２の機能を有効にすると、回路ブロック１２の負荷は、回路ブ
ロックの機能が無効とされる時より大きくなり得る。同様に、回路ブロック１２がアクテ
ィブクロック信号を受信するとき、回路ブロック１２の負荷は、回路ブロック１２がアク
ティブでないクロック信号を受信するか又はクロック信号の周波数が低い場合より大きく
なり得る。回路ブロック１２が単一集積回路の部分として図示及び記述されたが、この配
置は、単なる一例に過ぎない。例えば、回路ブロック１２の各々が、別々の集積回路内に
含まれてもよい。
【００２０】
　本発明の他の態様によれば、クロック制御回路は、回路ブロック１２内に含まれて対応
するクロック信号の動作を制御し得る。クロック制御回路は、各々クロック信号とクロッ
ク・イネーブル信号を受信し得る。クロック信号は、クロック・イネーブル信号の関数と
して制御され得る。
【００２１】
　電源供給装置１６は、１つ以上の調整された出力を生成して回路ブロック１２に電力を
供給し得る。電源供給装置１６は、線形レギュレータ及びスイッチング・レギュレータの
ような任意の種類のレギュレータであり得る。電源供給装置１６は、動作周波数、動作モ
ード、電流制限の閾値、入力電源と出力間にエネルギーを伝達する並列電力スイッチの数
量、及び制御回路のような多数の動作機能を含み得る。制御回路は、電源供給装置の応答
を正常状態及び過渡動作状態に整形するモジュール及び構成品を備え得る。制御回路は、
デジタル回路、アナログ回路、又は混合信号回路にて具現され得る。
【００２２】
　電源供給装置１６は、有効化される回路ブロック１２の関数として電源供給装置の動作
機能を制御する制御システム１８を備え得る。制御システム１８が電源供給装置１６に含
まれる例が図示及び記述されたが、記載された制御システム１８の実施例は、単なる一例
に過ぎず、制御システム１８の一部分だけでなく全体を電源供給装置の外部に設置し得る
。
【００２３】
　制御システム１８は、クロック信号及びイネーブル信号を受信する受信部２０を備え得
る。受信部２０は、バッファ、増幅器、受動及び能動回路等の任意の種類の受信部であり
得、単なる導電経路であってもよい。受信部２０は、イネーブル信号及びクロック信号等
の回路ブロック１２の電流負荷状態を示す任意の種類のクロック制御信号を受信し得る。
クロック制御信号は、回路ブロック１２の読取り動作及び記録動作等の動作を制御し得る
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。回路ブロック１２の電流負荷状態は、クロック制御信号に基づいて判定され、例えば、
１つの回路ブロック１２の所定のレートにおける読取り動作は、回路ブロック１２の所定
の電流負荷に対応し得る。制御部２２は、受信部２０と通信して負荷情報を受信し得る。
制御部２２は、負荷情報に応答して電源供給装置１６の動作機能のうち一部又は全部を制
御し得る。例えば、回路ブロック１２のうちの１つに対するクロックが有効とされること
に応答して、制御部２２は、電源供給装置１６の動作モードを履歴モードに変更しＶｏｕ
ｔの過渡応答速度を増加させる。
【実施例２】
【００２４】
　図２は、電源供給装置５２の動作機能を集積回路５４による負荷の関数として制御する
制御システム５０の様態を示す。集積回路５４の負荷は、クロックイネーブル信号ＣＥＳ
、５５によって制御されるクロック信号を受信する集積回路５４の部分に従って変化し得
る。任意の個数のクロックイネーブル信号５５が集積回路５４の異なる部分を制御し得る
。
【００２５】
　制御システム５０は、多数のクロックイネーブル信号５５に関連したクロック情報を結
合させて符号化した信号を形成するエンコーダ５６を備え得る。符号化したクロック信号
は、各クロックイネーブル信号の有効状態及び各クロックイネーブル信号に対応する近似
電力負荷等のクロック情報を含み得る。任意の種類のエンコーダ５６を使用して、クロッ
クイネーブル信号５５を結合した信号に符号化し得る。
【００２６】
　デコーダ５８は、符号化した信号を解読してクロックイネーブル信号５５に関連したク
ロック情報を抽出し得る。任意の種類のデコーダを使用して、符号化した信号を解読し得
る。クロック信号５９は、エンコーダ５６及びデコーダ５８に伝達されて、クロックイネ
ーブル信号５５に関連したクロック情報を符号化及び解読し得る。デコーダ５８は、クロ
ック情報を制御部６０に伝達し得る。
【００２７】
　制御部６０は、デコーダ５８からクロック情報を受信して、クロック情報によって電源
供給装置５２の動作機能を制御し得る。制御部６０は、また集積回路５４に関連した負荷
情報を格納しているメモリ６２をアクセスし得る。メモリ６２は、負荷情報がクロックイ
ネーブル信号５５の関数としてアクセスされるように構造化され得る。負荷情報は、各ク
ロックイネーブル信号に対応する近似電力負荷及び各クロックイネーブル信号に対応する
負荷プロファイル等の情報を含み得る。例えば、解読されたクロック情報がＣＥＳ２の機
能が有効となったことを示すと、制御部６０は、メモリ６２をアクセスしてＣＥＳ２に対
応する近似電力負荷を決定し得る。
【００２８】
　制御システム５０を多数のアセンブリに分離していることで図示及び記述したが、特定
の機能の分離は、単なる一例に過ぎず、制御システム５０は、単一のアセンブリ又は多数
のアセンブリ上に装着され得る。一例の態様によれば、エンコーダ５６は、集積回路５４
に含まれ、デコーダ５８、制御部６０、及びメモリ６２は、電源供給装置５２内に含まれ
得る。他の例の態様によれば、エンコーダ５６は、集積回路５４に含まれ、制御部６０は
、電源供給装置５２内に含まれ、デコーダ５８は、別々のアセンブリである。
【実施例３】
【００２９】
　図３は、電源供給装置１０２の動作機能を集積回路ＩＣ １０４による負荷の関数とし
て制御する制御システム１００の態様を示す。ＩＣ１０４は、ＩＣ１０４の該当部分の動
作を制御することによってＩＣ１０４の各部分の電力負荷に影響を及ぼし得るクロック信
号、イネーブル信号、及びクロックイネーブル信号等のいくつかの制御信号ＣＮＴＬ１０
８を受信し得る。制御信号１０８は、また重み回路１１０にも伝達され得るので、重み回
路１１０は、制御信号１０８を結合させて結合した信号に作り得る。重み回路１１０は、
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制御信号のグループに対して、１つのグループ内の制御信号の全体数量の半分以上が有効
とされるか又はアクティブであるかを表示する等の重みを適用させ得る。このような場合
、結合した信号は、電源供給装置１０２の動作機能に対する変更を要求し得る。重み回路
１１０は、各制御信号に対して、各制御信号１０８に対応するＩＣ１０４の部分に関連し
た予測された負荷変更に基づいて重みを適用させ得る。重みを適用させるための負荷情報
は、ルックアップテーブル及びデータベース等の任意の装置に格納され得る。重み回路１
１０は、プロセッサ、加算器、及びルックアップテーブルのような装置の結合又は任意の
装置にて具現され得る。重み回路１１０は、また結合した信号を符号化し得る。
【００３０】
　制御部１０６は、電源供給装置１０２の動作機能を結合した信号の関数として制御し得
る。制御部１０６は、電源供給装置１０２の外部だけでなく電源供給装置１０２と共に設
置され得る。
【００３１】
　一例の態様によれば、重み回路１１０は、ＩＣ１０４の一部として形成されて単一の集
積回路ＩＣ１１２を形成し得、制御部１０６は、電源供給装置１０２と結合して結合した
電源供給装置１１４を形成し得る。ＩＣ１０４の回路と同一のＩＣ１１２上に重み回路１
１０を形成することによって、電源供給装置１１４までのインターフェース１１６が減少
される。重み回路１１０は、多数のクロック信号とイネーブル信号を結合させて、結合し
た電源供給装置にインターフェース１１６を通じて伝達し得る重み信号を作ることができ
る。重み信号は、２ビット以上のビット長さを有するデジタル信号として、ＩＣ１１２か
らの負荷電流の予期された変化を示し得る。ビットの長さが長ければ長いほど、重み信号
の解像度は高くなる。
【００３２】
　図４は、集積回路ＩＣに電力を供給する電源供給装置の動作機能を制御する制御システ
ムの動作の態様を示す。段階２００において、クロック信号及び／又はイネーブル信号が
集積回路に伝達されて集積回路の各部分を制御し得る。段階２０１において、クロック信
号及び／又はイネーブル信号が受信され得る。段階２０２においては、クロック信号及び
／又はイネーブル信号に対して重みを適用させることによって、集積回路の各部分の負荷
変化を示し得る。段階２０４において、クロック信号及び／又はイネーブル信号が結合し
て結合した信号が形成され得る。段階２０６において、結合した信号を符号化し得る。段
階２０８において、符号化した信号が伝達され得る。段階２１０において、符号化した信
号が受信され得る。段階２１２において、符号化した信号が解読され得る。段階２１４に
おいて、電源供給装置の動作機能を解読された信号の関数として制御する。
【００３３】
　図５は、電源供給装置３０２の動作機能を１つ以上の読取りチャンネル３０４による負
荷の関数として制御する制御システム３０８の態様を示す。読取りチャンネル３０４は、
１つ以上の読取り信号ＲＧを受信して、１つ以上の読取りヘッド３０６の読取りチャンネ
ル３０４による読取り動作を制御し得る。読取りヘッド３０６は、ディスクドライブ装置
に含まれ、読取り情報は、ディスクドライブ装置に格納され得る。読取りチャンネル３０
４及び読取りヘッド３０６により電源供給装置３０２に提供される電力負荷は、一般に読
取り動作中には増加する。読取り動作による電力負荷は、無電力、中間電力、全電力のよ
うな任意の範囲の電力負荷を含み得る。制御システム３０８は、プロセッサ及び個別回路
のような任意の種類の回路にて具現され得る。制御システム３０８は、各読取りチャンネ
ル３０４の負荷状態を読取り信号に基づいて判定し、電源供給装置の制御信号を生成する
ことにより、読取りチャンネル３０４の出力電流において変化が発生する前に電源供給装
置の出力電流をプリエンプティブに制御する。
【００３４】
　読取り信号は、読取りイネーブル信号及び読取りクロック信号等の読取りチャンネル３
０４の読取り動作を制御する任意の種類の信号であり得る。任意の結合の読取り信号は、
読取りチャンネル３０４を制御し得、これらの信号の各々は、対応する読取りチャンネル



(8) JP 4753543 B2 2011.8.24

10

20

30

40

50

３０４を制御し得、単一の読取りイネーブル信号は、いくつかの読取りチャンネル３０４
を制御することができる。
【００３５】
　図６を参照すると、第１の波形は、「オフ」から「リード」に、また「オフ」に遷移す
る読取りイネーブル信号ＲＧ３１０を示す。第２の波形は、読取りチャンネル３０４を制
御する読取りクロック信号ＲＥＡＤ・ＣＬＫ ３１２を示す。読取りイネーブル信号は、
例えば、読取りクロック信号の動作周波数を制御することによって読取りクロック信号の
動作を制御して、読取りチャンネル３０４の読取り動作を制御する。読取りクロック信号
の動作周波数が高ければ、単位時間当り読取り動作回数が多くなり、読取りチャンネルに
よる電力負荷が増加し得る。読取りクロック信号は、また読取りイネーブル信号なしにも
読取りチャンネルを制御し得る。例えば、クロック発振器(非図示)は、読取りクロック信
号の動作周波数を制御して、読取りチャンネル３０４の読取り動作を制御し得る。第３の
波形は、読取りチャンネル３０４による電流負荷ＩＬＯＡＤ３１４を示す。電流負荷３１
４は、読取り動作の頻度が増加するにつれて増加し得る。第４の波形は、読取りチャンネ
ル３０４に電力を供給する電源供給装置３０２の出力電流ＩＯＵＴ３１６を示す。第５の
波形は、例えば、読取りクロック３１２の周波数を変化させることによって読取り動作の
速度を制御する速度信号ＳＰＤ３１７を示す。第６の波形は、一例の電源供給装置のパル
ス幅変調（ＰＷＭ）信号３１９を示す。制御システム３０８は、ＰＷＭ信号３１９のオン
タイム３１９ａ又はオフタイム３１９ｂを延長させて、予期された負荷過渡現象に対する
電源供給装置の応答時間を改善させ得る。
【００３６】
　読取り動作の一態様によれば、読取りイネーブル信号３１０は、最初は読取りクロック
信号３１２を無効とする低レベルである。読取りイネーブル信号が高レバルに遷移すれば
、読取りクロック信号３１２は有効とされる。読取りチャンネル３０４は、読取りクロッ
ク信号がアクティブ化すると読取り動作を開始する。読取りクロック信号は、また制御シ
ステム３０８に伝達され、ここで有効とされる読取り信号によって電源供給装置の電流負
荷における推定された変化及び単位時間当り実行される読取り動作の回数が決定される。
制御システム３０８は、電流負荷における変化を電源供給装置に伝達し、電源供給装置は
、負荷電流３１４における予期された変化に符合するように出力電流３１６を変化させる
ことによって出力電圧における過渡現象の発生をプリエンプティブに処理し得る。
【００３７】
　読取り動作は、読取り動作の頻度が減少すれば、スイッチング瞬間３１８まで一定の頻
度で継続される。制御システム３０８は、読取りクロック信号３１２の変化を感知して、
これを電源供給装置に伝達することによって、負荷電流３１４における予期された変化を
予測するように出力電流３１６をプリエンプティブに変化させる。出力電流３１６の変化
は、負荷電流３１４の変化と略一致するので、エネルギー格納コンデンサ等のフィルタ素
子に対するストレス及び電圧過渡現象を減少させ得る。
【００３８】
　図７は、電源供給装置３０２の電力部３２０の態様を示す。電力部３２０は、入力電圧
をチョップト出力に変換させる１つ以上の駆動部３２２を備え得る。駆動部３２２の各々
は、チョップト出力を調整された出力にフィルタリングさせる出力コンデンサ３２６にイ
ンダクタ３２４を通じて連結され得る。
【００３９】
　制御部ＣＮＴＲＬＲ３２８は、イネーブル信号及びクロック信号に各々応答して駆動部
３２２の各々を制御し得る。制御部３２８は、本願明細書において記述された重み回路及
び制御部の原理によってイネーブル信号及びクロック信号を受信して処理し得る。制御部
３２８は、イネーブル信号及びクロック信号に応答して、集積回路又は集積回路の一部分
によって要求される全出力電流の任意の比率を発生するように駆動部３２２の各々を設定
する。例えば、駆動部３２２の各々によって出力電流の同じ分量が生成され得る。他の例
においては、１つの駆動部３２２が出力電流の全部を生成し得る一方、残りの駆動部３２
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【００４０】
　上記のように、本発明の色々な実施例を記述したが、本発明の精神及び範囲を逸脱しな
い限り、色々な変形実施例が可能であることを認識し得る。従って、添付した特許請求の
範囲の範疇内においては、色々な他の実施例が含まれる。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】制御システムの一態様に対するブロック図である。
【図２】制御システムの他の態様に対するブロック図である。
【図３】制御システムの第３態様に対するブロック図である。
【図４】制御システムの一態様に対するフローチャートである。
【図５】制御システムの一態様に対するブロック図である。
【図６】制御システムの一態様に関連した波形図である。
【図７】電源供給装置の一態様に対するブロック図である。
【符号の説明】
【００４２】
１２：回路ブロック
１６、５２、１０２、３０２:電源供給装置
１８、３０８:制御システム
２０:受信部
２２、６０、１０６、３２８:制御部
５４、１０４:集積回路ＩＣ
５６:エンコーダ
５８:デコーダ
６２:メモリ
１１０:重み回路
３０４:読取りチャンネル
３０６:読取りヘッド
３２２:駆動部
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